
チームFUSEで「地域とともに育てるプロジェクト」

T S U N A G U
～中学校区の特色を生かした小中一貫教育～

布施中学校区の特色ある取組み

小中一貫教育推進室だより「ＴＳＵＮＡＧＵ」では、子どもたち
の様子や学校園の取組みなど、市内における小中一貫教育をはじ
めとした連続・一貫した教育活動の状況を発信していきます。

令和５年度
Ｎｏ．3
９月号

布施中学校区では、「地域とのつながりを意識した取組み」の充実に向けて、地域・家庭・学校が協働する取組み「地

域とともに育てるプロジェクト」を進めています。

熱い思い「子どもたちのために」

第１弾「FUSE CLEAN FESTIVAL」（令和４年度）

昨年10月、地域とともに育てるプロジェクト第1弾「FUSE CLEAN FESTIVAL」

を開催しました。「美しい地域愛」をテーマに、中学校区の３つの地域（荒

川・太平寺・三ノ瀬）合同で清掃活動を実施しました。４００名を超える参

加があり、おとなも子どもも、地域に関わるいろんな人たちが、心地いい汗

を流しました。

【FUSE CLEAN FESTIVALを
経験した子どもたちの声】

〇地域の人と関われて、仲
良くなれて嬉しかった。

〇みんなが気持ちよく過ご
せるような街をこれから
造っていきたい。

第２弾「ワクワクふれあいフェスタ」（令和５年度）

今年度10月は、地域とともに育てるプロジェクト第２弾「ワクワクふ

れあいフェスタ」を予定しています。テーマは「ふれあい」・「つなが

り」は「地域のエネルギー」です。今年度も布施中学校区の地域、家庭、

学校は「子どもたちのために」という熱い思いでいっぱいです。

今後も、地域の思い、保護者の思い、学校の思いを１つに「チームFUSE」として、特色を生かした実

践を積み重ねていきます。

（令和5年度予定）

７年前、３つの小学校と２つの中学校だった布施中学校区

は統合し、現在、荒川小学校、布施小学校、布施中学校の２

小１中の校区となりました。統合を経て、中学校区のおとな

たちが「子どもたちのために」をキーワードに右に示すよう

な熱い思いを持つようになりました。



中学生による石拾いボランティア活動＠小学校

９年間の学びをつなげる「かがやきノート」

東大阪市教育委員会 小中一貫教育推進室

長栄中学校区の特色ある取組み

長栄中学校区では、９年間の「つながりのある教育活動」の実践を進めています。そのため

に研修や会議など小学校・中学校という校種の垣根を越えて教職員が日々協働しています。

かがやきノート「がんばりウィーク期間」

►運動会開催前の放課後、中学生は２つの小学校へ行き、運動場の石拾い、校舎周りのそうじ、テント設営などを行いました。

自主的に参加した中学生の活躍を聞いた小学生からは「中学生はすごいな。私も中学生になったらやってみたい！」と感動する

声があがっていました。

長栄中学校区では教職員のつながりだけでなく、子ども同士のつながりも大切にし

ています。１学期には「中学生の全力で小学生を感動させよう！」をコンセプトに、

運動会前に石拾いボランティア活動を行いました。

長栄中学校区は、高井田東小学校、長堂小学校、長栄中学校の２小１中の校区です。

本中学校区では９年間の学びをつなげる取組みを行っています。その１つが、小学１年生から中学３年生まで

が共通して取り組む「かがやきノート」です。

►「いろいろな勉強法があったで賞」など、先生は子どもたちの

ノートをいろいろな名前で表彰しています。

子どもたちの「かがやきノート」

►体育の内容についてイラストを描いて既習の動きを確認したり、

ポイントを付せんに書いて貼ったりするなど、一人ひとりのノー

トづくりの工夫が見られます。

みんなで
石拾い

校舎周りのそうじ

これで小学校の運動会も安心♪

①「かがやきノート」

授業で習った内容などを受けて、もっと深く学び

たい内容を自分で選択し、学習していくためのツー

ルです。

かがやきノートは、９年間自分のペースで主体的

に学びに向かう力を身に着けることを目的としてい

ます。

② かがやきノート「がんばりウィーク」

定期的にがんばりウィークという期間を設けています。

この期間中は、学年ごとにノートが掲示されるので、他学

年のまとめ方や工夫など、新たな学び方を知ることができ

ます。

子どものつながり～ボランティア活動～


